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令和４(2022)年2月18日

新型コロナウイルス感染症対策室

重症者用 10万人あたり 今週先週比

15% 15人

さらなる警戒強化 30% 30人

50% 参考

55.2% 20.6% 295.66人 0.75 44.9% 54.7% 337.8人 6.0% 14人 310.2人

306床/

554床

14床/

68床

5,582人 5,582人/

7,474人

5,582件/

12,420件
3,055人/

5,582人
6,377人

383人/

6,377人
5,857人

レベル３ レベル２

52.9% 16.2% 395.87人 1.20 50.2% 58.0% 414.2人 4.3% 11人 388.8人

293床/

554床

11床/

68床
7,474人

7,474人/

6,218人

7,474件/

14,881件

4,333人/

7,474人
7,820人

339人/

7,820人
7,340人

（※１）新規陽性者のワクチン接種状況については集計中

（※２）「ＰＣＲ陽性率」欄は、2月16日までに医療機関から報告があった検査数を基に集計

直近１週間の岡山県の状況（2/10～2/16）及びレベル判断

総合的判断 レベル２

参考

レベル３の目安

区分

確保病床使用率 新規陽性者数
PCR

陽性率

感染経路

不明割合

人口10万人

あたり自宅療養

者数及び療養

等調整中の数の

合計値

先週

先週比較

10万人あたり

療養者数
入院率 重症者数

今週

時点 2/15 2/10～2/16 2/15

レベル２の目安

参考

（※１）
（※２）

保健福祉部
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31.7%

32.5%

29.7%

29.3%

30.8%

29.7%

29.9%

34.5%

35.7%

41.4%

21.7%

21.8%

21.4%

23.3%

20.8%

16.9%

15.8%

14.3%

11.7%

6.9%
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N=4149

1/13～1/19
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新規陽性者の年代別構成

10代以下 20-30代 40-50代 60代以上

2.3%

1.0%

2.6%

3.2%

7.1%

5.6%

5.9%

5.8%

8.4%

16.5%

10.2%
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15.5%

27.1%

81.9%

82.0%

82.7%

72.9%

49.4%
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N=216
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N=289
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1/20～1/26

N=155

1/13～1/19

N=85

入院者の年代別構成

10代以下 20-30代 40-50代 60代以上2



岡山県
新型コロナウイルス感染症
まん延防止等重点措置

２０２２．２．１８

内容は、国との調整により、
今後若干の変更となる可能性があります。

① 措置区域 岡山県全域

② 要請期間 2022年２月２１日（月）～３月６日（日）

岡山県 新型コロナウイルス感染症
まん延防止等重点措置
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〔特措法第31条の６第２項に基づくもの〕
○ 営業時間の短縮を要請した時間以降、飲食店等にみだりに出入りをしないこと

〔特措法第24条第9項に基づくもの〕

○ 少しでも症状がある場合、発熱がなくとも、かかりつけ医等を受診し、通勤、通学、

外出等を止めること

○ ４つの「岡山ルール」及び「マスクコード」の遵守

○ 「新しい生活様式」の実践の徹底

○ 外出する必要がある場合にも、混雑した場所や感染リスクが高い場所や時間を避けて

行動すること

○ 家庭内においても、換気、こまめな手洗いなど、家族全員で基本的な感染防止策を徹

底すること
○ 感染対策が徹底されていない飲食店等や、営業時間短縮要請に応じていない飲食店等

の利用を自粛すること

○ 路上、公園等における集団での飲酒、地域で集まって行う会食やカラオケなど、感染

リスクが高い行動は行わないこと

○ 発熱等の症状がなく、感染リスクが高い環境にある等のため感染不安を感じる県内在

住者は、無料検査を受検すること（当分の間休止）

〔法に基づかない働きかけ〕

○ ワクチンには感染症の発症や重症化を防ぐ高い有効性が認められているため、ワクチンの

接種を受けること
2

県民の皆様へ

岡山県 まん延防止等重点措置期間

４つの「岡山ルール」

★会食は４人以下２時間以内で、家族や毎日顔を合わせている人たちと

★３密は一つの密でも避けて、手洗い、換気を徹底

★不要不急の都道府県間の移動、特に感染拡大地域との往来は極力控え、
※ワクチン・検査パッケージ又は対象者全員検査による緩和措置は適用しない

移動前後２週間は体調管理に気を付けて

★ワクチン接種後も１枚のマスクがあなたとあなたの大切な人を守る

みんなで守って感染リスクを0に近づけよう！

© 岡山県「ももっち」 © 岡山県「うらっち」

※感染拡大地域：緊急事態措置区域やまん延防止等重点措置区域 34



○食事のときも話をするなら必ずマスク
会話するときは必ずマスク着用を

飲食するときは黙食の徹底を

子どもが県外から帰省し、親族で集まり会食をして全員感染

○不織布マスクを正しく着用

不織布マスクを顔にすき間なくフィットさせ、しっかり着用を

布やウレタンより不織布の方が感染予防効果等が高いことが示されています

○話すときは「マスク会話」
休憩時間などは、つい気が緩みがちなので特に注意を

マスクを外して更衣室や喫煙室で談笑して感染拡大

思いやりのルール「マスクコード」

～みんなで守って、大切な家族、従業員の皆さん、

医療関係者の皆さんに広げよう優しさの輪～

ケース①

ケース② 4

対
象
施
設

【飲 食 店】 飲食店又は喫茶店等（テイクアウト、宅配を除く）

【遊興施設】接待を伴う飲食店、カラオケ店等で食品衛生法の飲食店営業許可を受けている店舗

【結婚式場】食品衛生法の飲食店営業許可を受けている結婚式場等

要

請

内

容

〔特措法第31条の６第１項に基づくもの〕 命令、過料の規定あり

［認証店］ ※岡山県飲食店感染防止対策第三者認証事業（p.12参照）の認証店

①または②のいずれか一方とすること

○営業時間の短縮（通常21時を超え営業している店舗は、営業時間を5時から21時までに短縮）

○酒類の提供は11時～20時までとすること（利用者による酒類の店内持込みを含む）

○営業時間の短縮（通常20時を超え営業している店舗は、営業時間を5時から20時までに短縮）

○酒類の提供は行わないこと（利用者による酒類の店内持込みを含む）

※通常営業時間が20時を超え21時までの店舗は、通常どおりの営業時間を選択することも可能だ

が、酒類提供は11時～20時までとすること（協力金対象外）

［認証店以外］

○営業時間の短縮（通常20時を超え営業している店舗は、営業時間を5時から20時までに短縮）

○酒類の提供は行わないこと（利用者による酒類の店内持込みを含む）

〔特措法第24条第９項に基づくもの〕

○同一グループの同一テーブルでの会食は4人以下(乳幼児、介助者等やむを得ない場合を除く)とすること

※ワクチン・検査パッケージ又は対象者全員検査による緩和措置は適用しない

○マスク会食実施の周知及び正当な理由なく応じない利用者の入場禁止（退場を含む）

○アクリル板、パーティションの設置や座席の間隔の確保など飛沫防止に効果のある措置を徹底

○手指の消毒設備の設置、従業員への検査勧奨、入場者の整理誘導、発熱等有症状者の入場禁止、

事業所の消毒、施設の換気など、特措法施行令第５条の５各号の措置を徹底

○業種別ガイドラインの遵守を徹底

●飲食店等への要請等

 イベントを開催する場合は、イベントの開催要件を守ること（特措法第24条第９項に基づく）

＜協力金対象＞

5

※ ネットカフェ、マンガ喫茶等、夜間の長時間滞在を目的とした利用が相当程度見込まれる施設は、
「飲食店等への要請等」の対象外だが、「施設等への要請等」（p.6参照）の対象となる

①

②

5



施設の種類 施設の例 要請内容

商業施設 大規模小売店、百貨店、ショッピングセンター、
スーパー 等

〔特措法第31条の６第１項に基づくもの〕
【床面積が1,000㎡超】

〔法に基づかない働きかけ〕
【床面積が1,000㎡以下】

○⼊場者の整理等（⼊場者の整理誘導、
⼈数管理・⼈数制限等）の実施

○⼊場者に対するマスク着用の周知
○感染防止措置を実施しない者の⼊場の

禁止
○会話等の飛沫による感染の防止に効果

のある措置（飛沫を遮ることができる
板等の設置⼜は利用者の適切な距離の
確保等）

〔特措法第24条第９項に基づくもの〕
【床面積1,000㎡超、1,000㎡以下共通】

○業種別ガイドラインの遵守を徹底

〔法に基づかない働きかけ〕
【床面積1,000㎡超、1,000㎡以下共通】

○店舗での飲酒につながる酒類提供自粛
（利用者による酒類の持込み含む)

遊技施設 マージャン店、パチンコ店、ゲームセンター 等

遊興施設 個室ビデオ店、射的場、勝馬投票券発売所、
ネットカフェ、マンガ喫茶 等

サービス業 スーパー銭湯、ネイルサロン、エステサロン、
リラクゼーション 等

劇場等 劇場、観覧場、演芸場、映画館、プラネタリウ
ム 等

集会・展示
施設

集会場、公会堂、展示場、貸会議室、文化会館、
多目的ホール、葬祭場 等

ホテル・旅
館

ホテル⼜は旅館（集会の用に供する部分に限
る）

運動施設等 体育館、スケート場、水泳場、テニス場、ボウ
リング場、遊園地、テーマパーク、野球場、陸
上競技場、ゴルフ場、ゴルフ練習場、バッティ
ング練習場、スポーツジム、ホットヨガ、ヨガ
スタジオ 等

博物館等 博物館、美術館 等

●施設等への要請等

 イベントを開催する場合は、イベントの開催要件を守ること（特措法第24条第９項に基づく） 6

＜協⼒⾦対象外＞

●県内でのイベントの開催について〔特措法第24条第９項に基づくもの〕
○ 次の要件に従って、必要な感染防止策を徹底すること
○ 業種別ガイドラインの遵守を徹底すること
○ 「接触確認アプリ（COCOA）」の活用を周知すること
○ 感染防止策が徹底できない場合は、イベント開催を自粛すること

感染防止安全計画を策定しない場合
※次の⼈数上限、収容率を満たし、かつ
いずれか⼩さい⽅を限度とすること

感染防止安全計画を策定する場合
（5,000⼈超）

⼈数
上限 5,000⼈ 20,000⼈

収
容
率

大声なし 100％以内
大声あり 50％以内

大声あり︓大声（観客等が、①通常よりも大き
な声量で、②反復・継続的に声を発すること）
を積極的に推奨する⼜は必要な対策を十分に施
さないイベント

大声なし 100%以内

※大声なしでの開催が前提条件

条
件

●「感染防止策チェックリスト」（様式5）を作
成し、公表（ホームページ掲載やイベント会場
での掲⽰等）するとともに、イベント終了⽇か
ら１年間保管すること

●問題が発⽣（クラスター発⽣、感染防止策の不
徹底等)した場合は、「イベント結果報告書」
（様式6）を県に提出すること

●「感染防止安全計画」（様式4）を策定し、イベ
ント開催２週間前までに県に提出すること

●イベント終了後、１か⽉以内に（ただし、問題が
発⽣（クラスター発⽣、感染防止策の不徹底等）
した場合は、直ちに）「イベント結果報告書」
（様式6）を県に提出すること

※ 収容定員が設定されていない場合、大声ありのイベントは十分な⼈と⼈との間隔（できるだけ2m、最低1m）を確保し、大声
なしのイベントは⼈と⼈とが触れ合わない程度の間隔を確保すること

※ 参加者を事前に把握できない場合であっても、主催者が想定する参加予定⼈数が5,000⼈超の場合は、原則安全計画策定の対象
※ ワクチン・検査パッケージ⼜は対象者全員検査による緩和措置は適用しない
※ 各様式、詳細は、岡山県ホームページを参照のこと
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●各団体等に特にお願いしたいこと

〔特措法第24条第9項に基づくもの〕

○ 業種別ガイドラインの遵守

○ 在宅勤務（テレワーク）の活用や休暇取得の促進等により、出勤者数の削減の取組を推進するとともに、職

場に出勤する場合でも、時差出勤、自転車通勤等を強力に推進すること

○ やむを得ず感染拡大地域へ出張する場合は、マスク着用等基本的な感染防止策を徹底し、感染リスクの高い

行動は避けること

○ 高齢者や基礎疾患を有するなど重症化リスクのある従業員、妊娠している従業員及び同居家族にそうした者

がいる従業員については、在宅勤務や時差出勤等の感染予防のための就業上の配慮を行うこと

○ 従業員の日々の健康管理を徹底するとともに、体調に不安を感じる場合は出勤させず、早期受診を促すこと

○ 職場における感染防止の取組（手洗いや手指消毒、せきエチケット、職員同士の距離の確保、事業場の換気

励行、複数人が触る箇所の消毒、テレビ会議の活用、昼休みの時差取得、社員寮等集団生活の場での対策

等）や「３つの密」及び「感染リスクが高まる５つの場⾯」を避ける行動を徹底すること

特に職場での「居場所の切り替わり」（休憩室、更衣室、喫煙室等）、食堂等職員の交わりが想定される場

面に注意すること

○ ４つの「岡山ルール」及び「マスクコード」の遵守と周知

○ 県民の生活・経済の安定確保に不可欠な業務を行う事業者（新型コロナウイルス感染症対策本部決定「新型

コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」の別添参照）及びこれらの業務を支援する事業者においては、

十分な感染防止策を講じるとともに、業務継続計画（BCP）の確認を進め、感染者や濃厚接触者が発生し、欠

勤者が多く発生する場合においても、事業の特性を踏まえ、必要な業務を継続すること

○ 感染者・濃厚接触者となった従業員に対し、休暇取得や勤務再開に当たって、証明書の提出を求めないこと

〔法に基づかない働きかけ〕

○ ワクチン休暇の導入など、従業員が安心してワクチン接種できる環境整備に努めること

＜事業者の皆様への協力要請等＞ ＊実施状況を積極的に公表してください

8

〔特措法第24条第９項に基づくもの〕

○ 「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」等を踏まえた対応

を基本としつつ、特に感染リスクが高い教育活動については、同マニュアル上のレベルにと

らわれず、基本的には実施を控えること

○ 学生・生徒・児童の発達段階等を踏まえ、オンライン授業など授業方式の工夫や時差登校や

分散登校の実施など、感染リスクの低減を図ること

○ 学生・生徒・児童・教職員に「県民への協力要請」を周知すること

○ 学生寮における感染防止対策を徹底すること

○ 飲食の際は、黙食を徹底するとともに、同一テーブル4人以下、十分な距離の確保、食事時間

の分散など、感染防止対策を図ること

○ 学生・生徒・児童・教職員の日々の健康管理を徹底するとともに、体調に不調を感じる場合

は出席・出勤させず、早期の受診を促すこと

○ 校内で感染者が確認された場合は、感染状況等を踏まえ、学校設置者の判断で、臨時休業等

を機動的に実施すること

○ 感染者・濃厚接触者となった学生・生徒・児童・教職員に対し、出席停止・休暇取得や出席・勤

務再開に当たって、証明書の提出を求めないこと

＜学校への協力要請＞

97
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〔特措法第24条第９項に基づくもの〕

○ 「保育所における感染症対策ガイドライン」（厚生労働省作成）、「保育所等における新型

コロナウイルスへの対応にかかるQ＆A」（厚生労働省通知） 、「地域子ども・子育て支援

事業にかかる新型コロナウイルス感染症対策関係ＦＡＱ」（内閣府・厚生労働省通知）及び

「新型コロナウイルス感染症安全管理マニュアル」（岡山県作成）などに沿った感染防止策

を徹底すること

○ 保護者が参加するなど大人数の行事は、自粛・延期すること

○ 飲食の際は、同一テーブル4人以下、十分な距離の確保、食事時間の分散など、感染防止対策

を図ること

○ 園児・児童・職員の日々の健康管理を徹底するとともに、体調に不調を感じる場合は出席・

出勤させず、早期の受診を促すこと

＜保育所・認定こども園等、放課後児童クラブ、放課後子ども教室への協力要請＞

11

〔特措法第24条第９項に基づくもの〕

○ 新しい生活様式の実践など感染防止策を徹底すること

○ マスク着用の困難な利用者に対応する職員は、マスクだけでなく「保護メガネ」も着用し、

目を守ること

○ 食事は黙食を徹底するとともに、同一テーブル4人以下（介助者等を除く）、十分な距離の確

保、食事時間の分散など、感染防止対策を図ること

○ 職員の日々の健康管理を徹底するとともに、体調に不調を感じる場合は出勤させず、早期の受

診を促すこと

○ レクリエーション時のマスク着用、送迎時の窓開け等、「介護現場における感染対策の手引

き」に基づく対応を徹底すること

○ ⾯会については、電話やオンライン⾯会等を可能な限り活用しながら、直接⾯会する場合は、

⾯会者の体調やワクチン接種歴、検査結果等も考慮し、時間、人数、回数の制限や感染防止

対策を厳重に徹底すること

○ 退院基準を満たす退院患者を適切に受け入れるとともに、病床ひっ迫等により、やむを得ず

施設内や院内等で療養を行う場合に備え準備すること

○ 入所者、入院患者、職員等へのワクチン追加接種について、接種医療機関と調整の上、迅速に

接種を進めること

＜社会福祉施設・医療施設等への協力要請＞

8



＜岡山県飲食店感染防止対策第三者認証事業＞
県内の飲⾷店⼜は喫茶店における感染防止対策について、現地調査を⾏った上で、⼀定の基準

に適合している店舗を認証する制度。令和3年8月2日から、認証申請の受付を開始しています。

＜参考＞

12



 

岡山県のまん延防止等重点措置の取組に係る意見書 

 

 

令和４年２月１８日 

 

 

 岡山県知事 伊原木 隆太  殿 

   

 

岡山県では、１月２７日から２月２０日を「まん延防止等重点措置期間」として、

県民へ感染リスクが高い場所への外出・移動の自粛を呼びかけるとともに、飲食店等

への時短要請やイベントの開催制限など、感染防止対策の徹底に取り組んでまいりま

した。 

新規陽性者数はピークアウトの兆しがみえるものの、高い水準で推移しており、診

療・検査医療機関を中心に依然として外来は逼迫しております。また、高齢者施設や

学校等でクラスターが頻発し、確保病床使用率は５０％を超え、なお上昇を続けてお

り、このままの状況が続けば、一般医療を相当程度制限せざるを得ず、医療提供体制

が危機的な状況に陥り、救える命が救えなくなることを危惧しております。 

引き続き、現下の危機感を行政と県民が共有しながら、感染リスクの高い接触の機

会のさらなる削減や、基本的な感染防止策の再徹底など、強い対策を講じていくこと

が必要と考えております。また、重症者の減少などで効果が認められる、ワクチン接

種を積極的に進めていくべきであると考えております。 

このため、本日、国において、岡山県のまん延防止等重点措置を実施すべき期間を

延長することが決定されたところですが、意見照会のあった「岡山県新型コロナウイ

ルス感染症まん延防止等重点措置」による県民等への要請は妥当であると認めます。 

 

 

 

岡山県感染症対策委員会委員長 

                      松  山  正  春  
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岡山県時短要請協力金（第９期）
要請地域：岡山県全域 要請期間：令和４年２月２１日(月)から令和４年３月６日(日)

支
給
額
等

支
給
要
件
（全
て
を
満
た
す
こ
と
）

＜協力金に関すること＞

岡山県時短要請協力金コールセンター

ＴＥＬ ０８６－２２６－７００５（平日９：００～１８：００）

※２月１９日（土）及び２０日（日）は受付（９：００～１７：００）

※1 継続的な営業活動とは、店内での飲食提供を目的に継続的に開店していることをいう(申請時に確認資料の提出を想定)。

※2  原則として、当初の選択を要請期間中は継続すること。また、要請期間中に認証を取り消された場合、全期間協力金の支給対象外となる。

※3  ２月２１日（月）から協力を開始すること（猶予期間は設けていません）

（１
店
舗
あ
た
り
）

協力内容

協力金の単価（１日あたりの支給額）

中小企業等
（売上高方式）

大企業（売上高減少額方式）
※中小企業等も選択可

認証店

通常の営業時間が５時～２１時を超えている飲食店等
・営業時間を５時～２１時までに短縮
・酒類の提供は１１時～２０時まで

2.5～7.5万円
（前年度又は前々年度の１日

あたりの売上高の３割）

前年度又は前々年度の１日あたりの
売上高減少額×４割

（上限額：20万円又は前年度もしくは前々年度の
１日あたりの売上高×３割のいずれか低い額）

通常の営業時間が５時～２０時を超えている飲食店等
・営業時間を５時～２０時までに短縮
・酒類の提供は行わないこと

3～10万円
（前年度又は前々年度の１日

あたりの売上高の４割）

前年度又は前々年度の１日あたりの
売上高減少額×４割

（上限額：20万円）

認証店
以外

通常の営業時間が５時～２０時を超えている飲食店等
・営業時間を５時～２０時までに短縮
・酒類の提供は行わないこと

3～10万円
（前年度又は前々年度の１日

あたりの売上高の４割）

前年度又は前々年度の１日あたりの
売上高減少額×４割

（上限額：20万円）

上記の表は、協力内容と協力金の額との関係を大まかに整理したものです。実際の支給は支給要件全てを満たす必要があります。

※  いずれの方式も、売上高（消費税及び地方消費税を除く）から要請の対象外となる売上（イートイン以外（テイクアウト、宅配など）、旅館・ホテ

ルの飲食店等における宿泊者の飲食代など）を除くこと

※ １日あたりの売上高としては、令和２年２月又は令和３年２月を参照します（参照年月については今後変更することがあります） 。

※ 通常の営業時間が５時～２１時を超えており、全期間協力に応じている認証店が、１日でも営業時間を５時～２１時までに短縮し、かつ、酒類

の提供は１１時～２０時までとした場合、協力金の単価は、全期間2.5万円～7.5万円となります。要請期間中に認証店となった場合や認証

を取り下げた場合も同様です。

岡山県飲食店感染防止対策第三者認証事業の「認証店」と「認証店以外」で内容が異なります

認証店

１ 食品衛生法の一部を改正する法律による改正前の食品衛生法第５２条(改正後にあっては第５５条)に基づく飲食店

又は喫茶店(以下「飲食店等」という。)の営業を行う店舗(テイクアウト、宅配を除く、カラオケ店を含む)(令和４年２月

２０日(日)以前から営業しており、かつ、令和３年１０月以降に継続的な営業活動をしている飲食店等に限る(※1))

２ 次の①又は②のいずれか一方を選択し、協力すること。 (※2)

①通常の営業時間が５時～２１時を超えている飲食店等は営業時間を５時～２１時までに短縮し、かつ、酒類の提供は、

１１時～２０時までとすること（利用者による酒類の店内持込み含む）

②通常の営業時間が５時～２０時を超えている飲食店等は営業時間を５時～２０時までに短縮し、かつ、酒類の提供

は行わないこと（利用者による酒類の店内持込み含む）

３ 要請期間中の全ての日において、裏面「飲食店等への要請」の「要請内容」に全面的に協力すること（※3）

４ 岡山県暴力団排除条例（平成２２年岡山県条例第５７号）に規定する暴力団員又は暴力団員と社会的に非難される

べき関係にある者でないこと

認証店
以外

１ 食品衛生法の一部を改正する法律による改正前の食品衛生法第５２条(改正後にあっては第５５条)に基づく飲食店

等の営業を行う店舗(テイクアウト、宅配を除く、カラオケ店を含む)(令和４年２月２０日(日)以前から営業しており、

かつ、令和３年１０月以降に継続的な営業活動をしている飲食店等に限る(※1))

２ 通常の営業時間が５時～２０時を超えている飲食店等は、営業時間を５時～２０時までに短縮し、かつ、酒類の提供

は行わないこと(利用者による酒類の店内持込み含む)

３ 要請期間中の全ての日において、裏面「飲食店等への要請」の「要請内容」に全面的に協力すること（※3）

４ 岡山県暴力団排除条例(平成２２年岡山県条例第５７号)に規定する暴力団員又は暴力団員と社会的に非難される

べき関係にある者でないこと

＜第三者認証に関すること＞

岡山県飲食店感染防止対策第三者認証事業事務局

ＴＥＬ ０８６－２２２－５６１１（平日９：００～１７：００）

※２月１９日（土）及び２０日（日）は受付（９：００～１７：００）

産業労働部
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岡山県時短要請協力金（９期）支給対象判定フロー図

飲食店等への要請
対
象
施
設

【飲食店】 飲食店又は喫茶店等（テイクアウト、宅配を除く）
【遊興施設】 接待を伴う飲食店、カラオケ店等で食品衛生法の飲食店営業許可を受けている店舗
【結婚式場】 食品衛生法の飲食店営業許可を受けている結婚式場等

要
請
内
容

〔特措法第３１条の６第１項に基づくもの〕 命令、過料の規定あり

［認証店］

①または②のいずれか一方とすること

○営業時間の短縮（通常２１時を超え営業している店舗は、営業時間を５時から２１時までに短縮）

○酒類の提供は１１時～２０時までとすること（利用者による酒類の店内持込みを含む）

○営業時間の短縮（通常２０時を超え営業している店舗は、営業時間を５時から２０時までに短縮）

○酒類の提供は行わないこと（利用者による酒類の店内持込みを含む）

※通常営業時間が２０時を超え２１時までの店舗は、通常どおりの営業時間を選択することも可能

だが、酒類提供は１１～２０時までとすること（協力金対象外）

［認証店以外］

○営業時間の短縮（通常２０時を超え営業している店舗は、営業時間を５時から２０時までに短縮）

○酒類の提供は行わないこと（利用者による酒類の店内持込みを含む）

〔特措法第２４条第９項に基づくもの〕

○同一グループの同一テーブルでの会食は４人以下(乳幼児、介助者等やむを得ない場合を除く)とすること

※ワクチン・検査パッケージ又は対象者全員検査による緩和措置は適用しない

○マスク会食実施の周知及び正当な理由なく応じない利用者の入場禁止（退場を含む）

○アクリル板、パーティションの設置や座席の間隔の確保など飛沫防止に効果のある措置を徹底

○手指の消毒設備の設置、従業員への検査勧奨、入場者の整理誘導、発熱等有症状者の入場禁止、

事業所の消毒、施設の換気など、特措法施行令第５条の５各号の措置を徹底

○業種別ガイドラインの遵守を徹底

①

②

申請方法

＜受付開始時期＞令和４年３月中旬予定

詳しくはホームページをご覧いただくか、コールセンターへお問い合わせください。

要請期間中の全ての日において食品衛生法の飲食店又は喫茶店の営業許可を受けていま

すか？（許可が途中で切れていませんか？）

１．令和４年２月２０日(日)以前から営業していますか？

２．令和３年１０月以降も、店内での飲食提供を目的に継続的に開店していますか？

岡山県の第三者認証制度の認証を受けていますか？

認証店の通常の営業時間は何時ですか？ 認証を受けていないお店の通常の営業時間は何時ですか？

協力金の
対象外

はい

はい（１，２の両方に該当する場合）

はい

いいえ

いいえ

いいえ

次のいずれに該当しますか 次のいずれに該当しますか

通常の営業時間 選択する要請内容（認証店）

5～21時を超え
ている

①：休業
②：5～21時まで時短(酒類提供は11～20時まで)
③：5～20時まで時短(終日酒類提供なし)

5時以降に開店
し、20～21時
に閉店

④：休業
⑤：5～20時まで時短(終日酒類提供なし)

通常どおりの営業時間も選択可能。ただし、酒類提供
は11～20時まで(協力金は対象外)

5時～20時ま
で

協力金の対象外
※通常どおりの営業可(酒類提供は11～20時まで)

通常の営業時間 選択する要請内容（認証店以外）

5～20時を
超えている

⑥：休業
⑦：5～20時まで時短(終日酒類提供なし)

5時～20時まで
協力金の対象外
※通常どおりの営業可(酒類提供は終日不
可)

①、③、④、⑤、⑥、⑦ 3～10万円

② 2.5～7.5万円

＜１日当たり協力金（売上高方式）＞

※ネットカフェ、マンガ喫茶等、夜間の長時間滞在を目的とした利用が相当程度見込まれる施設は、「飲食店等への要請」の対象外です。
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 岡山後楽園の休園について 

 

   本県における「まん延防止等重点措置」の期間延長に伴い、引き続き岡山後楽園の

休園を次のとおり継続する。 

 

 

１ 休園期間 

令和４年１月２７日（木）～３月６日（日） ※前回：２月２０日（日） 

                  

 

 

土 木 部 
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保健福祉部 

令和 4（2022）年 2月 18 日 

ワクチン対策室 

新型コロナワクチンの追加接種（３回目接種）の状況等について 

１ 追加接種の状況（2022 年 2 月 17 日現在） 

  (1) 接種率     

区  分 人 口 接種者数 接種率 

全対象者（18 歳以上）  1,600,924 人    326,825 人 ２０.４％ 

 うち高齢者（65歳以上）   568,499 人   238,027 人 ４１.９％ 

   《本県の接種率が高い理由（全国第２位）》 

    ・全市町村で統一して接種券の早期送付を進めていること 

    ・初回接種から引き続き、個別・集団とも接種体制が充実していること 

 

(2) １日当たりの接種回数（直近１週間平均 2/11～2/17）   

総接種回数                 12,491 回/日  ＜構成比＞ 

 

 

うちファイザー     8,771 回/日 ７０.２％ 

うちモデルナ 3,720 回/日 ２９.８％ 

 

(3) 市町村の接種券の発送状況（予定） 

《令和３年７月に２回目接種完了した方》２月１５日までに全市町村が発送済み 

《令和３年８月に２回目接種完了した方》３月 ４日までに全市町村が発送予定 

 

２ 小児へのワクチン接種体制について  

  県と市町村で構成するワクチン接種体制確保協議会において、小児科専門医のご

助言をいただきながら、小児へのワクチン接種体制の検討を行っているところであ

り、現在、県内市町村においては３月中旬を目途に、対象者へ接種券を発送し、接種

を開始できるよう準備を進めている。 

  

＜接種体制の概要＞ 

〇接種対象者数（5歳～11 歳） １１５,３８６人 

※R3.1.1 住民基本台帳年齢階級別人口からの推計値 

〇接種医療機関数（予定）   約１９０機関 

               ※居住市町村にかかわらず、県内どの機関でも接種可能 

〇使用するワクチン      ファイザー社の 5～11 歳用のワクチン 

               通常、３週間の間隔をあけて合計２回接種 

               ２月下旬より国からの供給開始 

〇相談窓口と情報提供     県専門相談センターに小児専用相談窓口を設置予定  

               厚生労働省のリーフレットやＱ＆Ａ、日本小児 

科学会の提言等を用いて丁寧に情報提供 
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